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PRIMARY EXTRAGENITAL CHORIOCARCINOMA IN SPINAL  CORD  : 
                 REPORT OF A CASE 
               Takashi KURITA, Kenji  IWASAand Hisao YANO 
               From the Department of Urology, Osaka Rosai Hospital
 (Director  : Dr. K.  Iwasa) 
   A case of primary extragenital choriocarcinoma risen in the spinal cord was reported. 
   A ten years old boy was first seen in December 1963 with complaints of pain and dis-
turbance of gait, precocious puberty and disturbance of micturition. He was admitted to 
Rosai Hospital under a diagnosis of spinal tumor. 
   On May 6, 1964, the tumor was removed. Histological diagnosis was choriocarcinoma. 
Then, elevated gonadotropin i  urine was estimated. He died on Feburary 4, 1965. 
   At autopsy neither any tumor, cyst, nor scar formation was observed by the serial 
examination of the testes. This finding could support the diagnosis of primary choriocarci-
noma of the spinal cord.
男子 におい て原発性 に性器外悪性絨 毛上皮腫
の発生 をみ る ことは,極 めて稀 であ る.我 々は
この疾患 で,脊 髄 に原発 した と思 われ る症例を







立ち,それと共に全身が毛深 くな りまた,陰 毛の発生
を伴 う外陰部の早期発育をも見る様になった.昭 和39























血圧,130～70mmHg・ 関 しては,原 発性 の確 た る立証は睾 丸組織の精
レ線検査;脊 髄造影で・ 造影剤がL■アの高さで完 査 に待 たねばな らない ものであ る.特 にPrym
全ta通過しない(第1図)・(1927)以 来,転 移 に より原 発巣,即 ち睾丸の
腎孟膀胱レ線像では両側の尿管逆流現象を認め・両 腫瘍 の 自然 消退 が報告 されてい るので,睾 丸に
側共に腎孟腎炎の像を認めた・ 小腫瘍 の存在 の他 に,癩 痕 乃至は小嚢胞の存 在
入厳 の経過=以 上の所見より脊樋 励 疑し'・昭 も腰 嫡 見 と云 える
.又Ri。P。11。(・948)の
縣 鵬 蹴 篤 慰 漏 舗 置霧 報告に・れば原発巣が直径1mmであつた・云
は硬膜内髄内および硬膜内髄外にそれぞれ存在し,特 われ てい るので左右睾 丸の連続切片 も少な くと
に髄内腫瘍は 暗赤色の外見を呈し,非 常に 出血し易 もこの程 度の可能性を も考慮 して検索すべ きで
く,完全な易咄 は不可能であつた.捌 出した腫瘍は髄 ある・本 邦におけ る原発性異所 性 の悪性絨毛上
内に存在したのが悪性絨毛上皮腫で,髄外は神経線維 皮腫 の男子 の発生例の報告 も,文 献上散見 され
腫であった(第3図).そ の組織像は 絨毛上皮を形成 るが,記 載が曖昧で原発か否か にわか に決定 い
する合胞体細胞とラングハンス氏細胞 とが甚だ不規則 た しかね る所 であ る.比 較的記載 の明 らかな症
に配列し増殖してお り・出血巣も著明にみとめられる 例につい ては 表 に示 した(第1表) .厳 格 な検
悪性度の強い 典型的な像である(第4図).術 後自覚
症状の一時的な寛解を見たが,7月 始め頃より症状は 第1表
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考 按 索に よ る原発性の症例は非常 に少 ない,一 方外
男子 に悪性絨毛上皮腫 の発生 を見 るのは,殆 国 の報告例 を見 ると・Fine『ta1・(1962)は自
ん どが睾丸腫瘍 として報告 され,そ の睾丸腫 瘍 験例1例 と 共 に 文献上 の 蒐集 を 行 なってい る
の中 で も頻度 は決 して高い もので はな くFried一 が,109例にのぼってい る.更 に睾丸 の精査 を
manandMoore(1946)の922例の報告 中で も 行 なって 明 らかに 原発 とみ な しているのは17
0.4%にす ぎない.更 に性器外原発 と思 われ る 例,部 位,組 織や年令等 につ いて疑 わ しい もの
この腫瘍 の発生 は,極 めて稀 な もの として報 告 は23例計40例にす ぎず,聖 丸 の精査 を行 なわな
され ているにすぎないが,悪 性絨毛 上皮腫 自体 かった ものが69例に達 してい る.こ の統計 を引
は,そ の極 めて悪性な こと及 び血行性 の転移 を 用すれ ば部位 としては縦隔の発生が多 く,年 令
来 し易 い事 で良 く知 られ てい る疾患 であ る.そ 的 には20才代 に最 も多 く見 られて いる(第2,
こで,男 子 の性器外 に原発 した と思 える症例 に3表).
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第5図 剖検時の外観
剖検時の外見で体全面の剛毛および陰毛の発達が著るしい.
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第6図 畢丸の組織像
睾丸の連続切片の一部,全体に精子形成が甚しく
低下し,Leydig細胞の増殖がみとめられる.
